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１．活動目的

　南アジアの貧困国であるネパールでの活動
　を通して、「貧困とは一体、何なのか？」
　「貧困改善に向けた最適なアプローチ方法　
　とは、何があるのか？」等の
　貧困に対して感じている疑問を
　自らの力で解消していく

　ネパールの特徴の1つである格差社会が
　貧困の構造にどのように影響しているのかを
　知ること



２．貧困の基本情報
多次元貧困

総人口29,192,480に対して
513万人が多次元貧困(2021)

多次元貧困率
　2011年)  39％ 
　2016年）25.7％ 
　2019年）17.5％ 
　※南アジア平均→20.5％

出典）NATIONAL PLANNING COMMISSIO, "Multidimensional Poverty Index ANALYSIS TOWARDS ACTION 　　　
2021, GOVERNMENT OF NEPAL" 2021.8
　　　＜https://npc.gov.np/images/category/MPI_Report_2021_for_web.pdf ＞（Access 2023.2.15）

図１）農村/都市部別の貧困層と人口の分布（2019）



２．貧困の基本情報
人間開発指数

　 1990年)   0.399%
 　2000年）0.467%
 　2010年）0.543%
 　2020年）0.604%
　 2021年）0.602％

出典）UNDP HUMAN , "DEVELOPMENT　INDEX　REPORT ", 2023 
　　＜https://hdr.undp.org/data-center/human-development-index#/indicies/HDI＞
　　（Access 2023.2.15）

図２）人間開発指数の推移

ネパールの生活状況の改善から
貧困問題は解消されつつあるが
世界基準との差は圧倒的に低い



３．実施調査

目的
・第三者の立場を利用し、率直な意見を聞き取り 
　ネパールの貧困の姿を明らかにしていく

・日本人である私たちが貧困に対して抱いている
　固定概念を実施調査を通して、明確にする

視点

ネパールの女性/子ども
（第1の位置）

私たち
（第3の位置）

ネパールの行政
（第2の位置）

方法
・生活体験
・アンケート調査
・インタビュー調査



3-1.　生活体験から感じたこと

街中では、無造作
に処理されたケー
ブルが目立ち、電
柱から垂れ下がっ
ている

ケーブル

観光地周辺に多く
見られ、信号待ち
の車にモノを販売
している

働く子どもたち

基本的に道路に白
線や信号がなく
道路整備が進んで
いない

道路

川の水は、茶色く
濁り異臭がする
ごみのポイ捨てが
最も際立っていた

下水の問題



3-2.　インタビュー調査
期間：2023/2/1～/2/７
場所：バネパ市　11区　シナガール　
(Sinagal, Banepa ward 11)
対象：女性



3-2.　インタビュー調査のまとめ

医療サービスへのアクセス

教育
・年齢が上に行くほど最終学歴が低い
・最終学歴の低い人々は、教育を受けれな　　
　かった大人向けの制度（成人教育）により
　文字の読み書きができるようになった

カースト制度

収入

自力で治す

村にある
無料の保険セ
ンターへ
行く

病院へ行く

1 2 3

以前）恋愛結婚、建物の利用制限等の
　　　差別が、社会の中で存在
現在）カーストによる差別が緩和され
 　　　社会活動を共にできる状況

・女性の収入は低く、生活する上で
　十分な資金を得ることが出来ていない
・都市で暮らす子どもに、仕送りを
　してもらっている人もいた
　※基本的に国からの補助金はない



3-3. アンケート調査
期間：2023/2/8～/2/10
場所：カトマンズ　タルケショール市7　フツーン
（Tarkeshowr Municipality7, Futung, Kathmandu)
対象：フツーン学校　Grade6, 7, 8, 9の学生　約200人



95.6%

3-4.　アンケート調査結果

①十分な自由時間は
　ありますか？

89%

②もっと良い学校に
　行きたいですか？

③現在の生活に満足
　していますか？
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23人④将来の夢は何ですか？
軍隊、ダンサー、サッカー選手、先生、医者、スパイ　等



3-5.　インタビュー
バネパ市  市長　SHANTI RATNA SHAKYAさん
( Mayor, Banepa Municipality)
バネパ市　11区　シナガール　区長　SHIVA KUMAR THAPAさん
(Sinagal, Banepa ward 11)



3-6.　インタビューのまとめ

・市内にはUNESCO文化遺産をはじめとする多くの観光資源があるため 
　観光業を生かし家庭の経済レベルを一段階上げることを目指している

バネパ市長

・専門職業トレーニングを実施することで、住民が自ら仕事を得ることが出来る状況をつくる
・女性は、市場で売れる商品（指輪）をつくることで収入を増やす
・区の委員会では低いカーストの人、必ず女性を選任の規定を設けている
支援例
・グリーンハウス支援　費用割合（市75％：住民25％）
・トラクター支援　20台支給　  費用割合（市50％：住民50％）
・家庭補助金　（区2000ルピー：市1000ルピー）

シナガール区長

行政が行う貧困改善のためのアプローチの方法



・生活において金銭的やインフラ的に苦労は
 　しているように見える
・その一方で、生活自体への満足度は女性
　子ども双方とも、高い印象を受けた

生活面

４．調査結果の評価

・途上国のネパールでは、先進国に
　比べ日常に存在する選択肢が少ない
・つまり、人々の行動の可能性が制限
　されると捉えられ、生活上の不満や
　ストレスを緩和する効果があるの
　ではないかと推察



・収入を上げようとする幅広い取り組みを
　行政を中心に実施しており、住民に積極的を
　参加を呼びかけている
・教育の質と職業の結びつきが強いため
　質の良い教育を受けたい子どもがほとんどで
　あり、親も教育に力を入れている

教育面

４．調査結果の評価

・生活水準の向上のために
　高収入の職業を求める人が多いのが　
　明らかである
・その点から、日本とネパールの
　考え方の乖離を感じた



ネパールの貧困の姿とは
子どもや女性の教育に対する考えの方から、所得格差が大きな要因である
安定した収入の仕事を手に入れるために、ある程度の学力、技能が求めれている

４．調査結果の評価

課題
今回の調査対象
全般的にカースト制度の上位の人々
生活できる収入を得れている人々

今後の調査対象
カースト制度の下位に位置している人々
街中に多くいる物乞いをしている人々

拡大

住民の収入方法の方向転換・職業訓練方法



５．参考文献

・NATIONAL PLANNING COMMISSIO, "Multidimensional Poverty Index ANALYSIS TOWARDS ACTION 2021, 　
GOVERNMENT OF NEPAL" 2021.8＜https://npc.gov.np/images/category/MPI_Report_2021_for_web.pdf ＞
（Access 2023.2.15）

・UNDP HUMAN , "DEVELOPMENT　INDEX　REPORT ",  2023 
　＜https://hdr.undp.org/data-center/human-development-index#/indicies/HDI＞（Access 2023.2.15）

・Prithvi Man Shrestha, "Multidimensional poverty slumped in Nepal before Covid-19, global report says", The KathmanduPost,  　
　2022.8.18 
 　＜https://kathmandupost.com/national/2022/10/18/multidimensional-poverty-slumped-in-nepal-before-covid-19-global-report-says＞
 （Access 2023.2.17）

・United States, "Goal 1 Target", ＜https://nepal.un.org/en/sdgs/1＞（Access 2023.2.15）



ありがとうございました


